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令和６年度「ＣＡＳＥ対応に向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業 
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１ 委託事業名 

  令和６年度 ＣＡＳＥ対応に向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業（域支支援 

点運営事業）」 

 

２ 実施期間 

  令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで 

 

３ 委託業務の概要 

  ＣＡＳＥ対応に向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業（域支支援 点運営事業）

の長野 点として、主に電動化に伴って影響を受ける中堅・中小自動車部品サプライヤー向け

の相談窓口を設け、サプライヤーが抱える課題解決に向け、当該課題の分析や相談対応、研修

による人材育成や実域研修・セミナー等を通じた啓発活動を行うほか、課題を解決できる適切

な専門人材を派遣するなど、長野県内においてサプライヤーの経営状況に応じて伴走型の支

援を行い、サプライヤーの業態転換・事業再構築を促進する。 

 

４ 委託業務の内容 

（1）相談窓口の運営 

①実施内容 

令和５年４月３日から公益財団法人長野県産業振興

機構（以下 機構」という。）本部（長野市）の総務企

画本部企画連携部内に、本事業の長野県 点である

 NAGANO 自動車部品産業サプライヤー支援 点」（以下

 長野 点」という。）を設置し運営を開始した。 

長野 点では、自動車部品サプライヤー事業転換支援

事業プロジェクトマネージャーを中心に自動車産業に

おける県内サプライヤーの事業転換や新たに参入しよ

うとする県内製造業からの相談に対応し、機構各部・域

支センターと連携しながら必要な支援制度を活用する

などして、県内における EV シフト等への事業構造の転

換を支援した。 

②設置方法・体制 

相談窓口は、本事業実施のために配置している常勤コーディネーター（自動車部品サプラ

イヤー事業転換支援事業プロジェクトマネージャー）１名と常勤のアシスタントコーディネ

ーター１名に加え、新たに非常勤コーディネーター（事業転換支援アドバイザー）に１名を

委嘱して相談対応にあたり、必要に応じて企画連携部員がフォローする体制とした。 

開設時間は、平日（月日日から金日日まで）の 8 30～17 15（休憩 12 00～13 00 を除く）とし

た。相談問合せ先としては、企画連携部の電話番号及び長野 点専用メールアドレスを使用

し、アシスタントコーディネーターが１次対応し、相談概要を聞き取るとともに、コーディ

ネーターとの面談の日時と方法（訪問、オンラインミーティング、電話など）を調整した。 

長野拠点 PR リーフレット 
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・アンケート調査における参加者からの主な感想・意見  

✓演 後の名刺交換と質疑応答によって、当社が知りたかったＥＶ用モーターコアのトレ

ンドが解りました。  

✓モビリティが EV へとシフトいく上で、バッテリーの再生・共有化・スペア等の問題解

決に向け、事業展開されている事例を大変解りやすく演 頂き、感銘した。  

  ＜第２回開催＞ 

  ・開催日時 令和６年８月９日（金） 

14 00～16 00 

  ・開催場所 テクノプラザおかや（岡谷市）  

大研修室県展示場 

  ・開催方法 現域リアル開催 

  ・開催内容 演  モビリティ事業創造について 第二弾」 

演師（株）環境エネルギー投資 モビリティ事業創造室 

室長 林 隆介 氏 氏 

・参加者数 企業 14社 17 名（演師を含む）大学・支援機関・行政 8名 

事務局 8名 合計 33名 

・アンケート調査における参加者からの主な感想・意見  

 ✓ヨーロッパにおける EV 市場での電池供給面での事情について面白くお聴きしました。 

 ✓水素を使うが、まだ見えていない世界であるということが印象的。正解がない状況にあ

ると感じた。 

＜第３回開催＞ 

  ・開催日時 令和６年 10 月９日（水） 

14 00～16 00 

  ・開催場所 テクノプラザおかや（岡谷市）  

大研修室県展示場 

  ・開催方法 現域リアル開催 

  ・開催内容 演  サステナブル社会実現に向けた 

自動車用材料と資源循環の最新動向」 

演師 日産自動車株式会社 

企画・先行技術開発本部 材料技術部 部長 林 孝雄 氏 

・参加者数 企業 13社 20 名（演師を含む）大学・支援機関・行政 9名 

事務局 6名 合計 35名 

・アンケート調査における参加者からの主な感想・意見  

✓自動車設計の時点で材料開発に関し、環境問題に対応していく事が相当進んでいると 

感じた。 

✓材料のリサイクル分別精度の技術に対して驚きを受けました。弊社でのリサイクルに 

ついても考えさせられる機会となりました。 

イ 次世代モビリティ関連技術講座の開催 

ＣＡＳＥ対応に伴う新たなサプライチェーンに県内企業が参入していくために必要とな
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る技術や設計生産システムなどの知識を習得するための演座を３回開催した。 

内容は、自動車の電動化関連（xEV 関連）やデジタル化の進展、ＣＡＳＥ対応等について、

メーカーの最新動向を含む次世代モビリティに関係する技術動向などの情報を提供した。 

＜第１回開催＞ 

  ・開催日時 令和６年 10 月 23 日（水） 

14 00～16 00              

  ・開催場所 テクノプラザおかや（岡谷市） 

大研修室県展示場 

  ・開催方法 ハイブリッド開催（会場/オンライン配信） 

・開催内容 演  車両分解により見えてきた xEV 技術の現在域と 

2030 年へ向けて自動車業界が執るべき技術戦略」 

演師 名古屋大学 未来材料・システム研究所 

教授 山本 真義 氏 

・参加者数 企業 35 社 49 名（演師を含む）、大学・支援機関・行政 14名 

事務局８名 合計 71名 

・アンケート調査における参加者からの主な感想・意見  

✓パワートレインの技術動向を知ることが出来、有意義であった。 

✓実際のインバーターなどを展示して頂き、触れたことは大変良かったです。 

電気自動車の国内および海外メーカーの動向など説明くださり参考になりました。 

＜第２回開催＞ 

  ・開催日時 令和６年 12 月９日（月）13 30～16 00 

  ・開催場所 テクノプラザおかや（岡谷市）大研修室県展示場 

  ・開催方法 ハイブリッド開催（会場/オンライン配信） 

・開催内容 演 １ MBD 推進センターが考える これからの自動車開発と 

中小企業様の競争力向上への期待」とは 

演師 本田技研工業株式会社 BEV 完成車開発統括部 開発プロセス改革部 

開発プロセス課 エキスパートエンジニア 青木 剛 氏 

演 ２ プレス金型製作における 3D モデル活用 

演師 有限会社永井製作所 永井 慎也 氏 

          

・参加者数 企業 21 社 29 名（演師を含む）、大学・支援機関・行政・演師関係者 14 名 

事務局７名 合計 50名 

・アンケート調査における参加者からの主な感想・意見  
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✓普段から CAE の必要性を感じていた中でのテーマでしたので、関心を持って聞くことが

出来ました。今後の参考になりました。 

✓プレス金型の設計から製造までの 3D 化の必要性が理解できた。 

＜第３回開催＞ 

  ・開催日時 令和７年２月 28日（金） 

13 30～15 30 

  ・開催場所 テクノプラザおかや（岡谷市）  

大研修室県展示場 

  ・開催方法 ハイブリッド開催（会場/オンライン配信） 

・開催内容 演  電動化関連（xEV 関連）の技術動向と 

長野県内企業の部品参入の可能性について」 

演師 オートインサイト株式会社 代表 鶴原 吉郎 氏 

・参加者数 企業 24社 29 名（演師を含む）、大学・支援機関・行政 12名 

事務局７名 合計 48名 

・アンケート調査における参加者からの主な感想・意見  

   ✓EV 電動車の世界の動向について、知ることができ、大変有意義でした。 

   ✓電動化において今後重要な部品（ヒートシンク、モーターコアのアモルファス化など）

やバッテリーのセル構造の簡素化など大変参考になりました。 

ウ EV 分解展示実地研修会の開催 

県内企業が電動化の進展やＣＡＳＥの動向などについて理解を深め、EV 関連部品の生産

へ事業をシフトするにあたり、EV にどのような部品が使われているのか、使われている部

品の改善提案の余域があるのかなどについて、実際に構成されている部品を見て検討するた

め、EVの分解展示場を視察する実域研修会を開催した。また、本研修会に先立ち 10月 23 日

に開催した 第１回次世代モビリティ関連技術演座」では、名古屋大学の山本真義教授に事

前解説を交えた内容でご演 いただき、セットで参加いただくことで、車両の構造や搭載さ

れる技術等への理解をより深めた。 

・開催日時 令和６年 10 月 30 日（水）9 30～16 00（午前の部/午後の部の２回開催） 

・開催場所 三洋貿易㈱ 瑞浪展示場 (岐阜県瑞浪市釜戸町 3361-3) 

・開催内容 展示会場自由見学（三洋貿易㈱から展示部品説明） 

・参加人数 企業 33社 69 名、支援機関・行政 8名、事務局 9名 合計 86 名 

  ・アンケート調査における参加者からの主な感想・意見  

   ✓実物を見ながら会場スタッフの方が丁寧に解説いただけて勉強になりました。 

内部などの構造を実際に目にする機会がなかなかないため、貴重な体験でした。 

   ✓普段なかなか見れないような部品が見れて、これから EV 化が進む中で今後の展望など

を社内検討する機会となった。 

✓バッテリーの構造の違いなどを丁寧に説明して頂き分かり易かった。車種ごとの高電圧

部品のスペックの（出力容量だけでも）比較が出来れば在り難いです。 
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令和６年 11 月 18 日 

㈱明電舎 沼津事業

所（静岡県沼津市） 

㈱明電舎が求める特色・加工技術を予め把握し

て候補となる県内企業を選定し、個別面談方式

（オンライン）で技術提案を実施 

３社 

（申請 10 社） 

５名 

（オンライン） 

 

⑤事業の報告 

本委託事業による長野 点における相談件数や専門家派遣活用件数、実域研修・セミナー

等の実施状況については、毎月当初に前月分の結果を集計し、専門家派遣等事務局の求めに

応じ報告を行った。 

 


